
一 般 社 団 法 人 日 本 リノベーション・マネジメント協 会 

第 5 回 理事会 議事録 

 

日 時 ： 2013 年 5 月 31 日（金）14：00～17：00 

場 所 ： 鹿島建物総合管理㈱会議室にて 

出 席 者 ： 会 長 ： 岡 廣樹 

(敬称略)  理 事 ： 森田 富夫、白木建太郎、三根 清、小田 和幸、辻 裕樹、谷垣 徹、 

草刈 保廣、小倉 正憲、三浦 明人、別所 宏昭、楠山 登喜雄、 

山之内 康之、小西 巌、呼子 政史 

  社 員 ： 山本 隆彦、松宮 博司、金本 康来、十河 恵理 

  委 任 状 ： 釜田 佳孝 

配布資料 ： 1. ホワイトリスト検討委員会 

  2. 見積・積算委員会 

  A. 関東支部 

  B. 関西支部 

  C. 施工委員会 

  D. 広報委員会 

  E. 九州支部 

  3. 総会議事次第の確認と依頼事項 

  4. 5/24～26 スマートハウス EXPO2013 出店報告 

   第 4 回理事会議事録 

会議記録の文責  ： 十河 恵理 

会議記録の作成日  ： 平成 25 年 7 月 15 日 

 

議事： 

Ⅰ．岡会長挨拶 

・6 月の総会に向け、九州支部は設立済みですが、関西支部、関東支部も設立し、各支部にて総会の開

催をお願いいたします。 

・現在究極のオープンブックを模索していますが、今後どこまで妥協したオープンブックが私たちのオー

プンブックであるかも模索していく必要があります。 

Ⅱ．検討事項 

1．各委員会の進捗報告 

1）ホワイトリスト委員会 《谷垣理事》 [資料 1] 

  ・[資料 1]の説明。 

 2）倫理委員会 《辻理事》 

  ・倫理規定（案）の読み合わせ、問題提起、修正案等について 

メンバー決定後、倫理規定の読み合せを行い、各委員会との連携の修正案を提出する。 

 3）オープンブック監査委員会 《白木理事》 

  ・各委員会から 1 名メンバーを委嘱願います。6 月以降に指名させていただきます。 



  最終的に成果物を確認しながら書類審査を行う。書類審査の内容、方法については各委員会からの 

  意見を参考に作成する。 

岡会長より＞監査ミスがあった場合は協会に責任があるため、リスク回避のためにどのような監査をする 

か検討し、監査内容を作成する必要がある。 

オープンブックを監査する定義：RMｒは、施工会社がその現場で書類、帳簿、支払について、正しく 

できているか全てチェックをする。RMｒが業務を正しくしているかを協会がチェックする。 

 4）見積・積算委員会 《楠山理事》[資料 2] 

  ・6/13 に日本建築積算事務所協会総会、懇親会を開催。岡会長に講演をしてもらう。 

国土交通省住宅局、大臣官房官庁営繕部も参加予定、団体と役所の調整を行っている。 

  ・資料 2 の説明。 

「共同住宅大規模修繕工事積算研究会（案）」の委員会、ワーキングを検討中。 

研究会のリストに（一社）日本住宅協会も入れてはどうか。（岡会長） 

マンション管理センターも加えて下さい。（山本氏） 

マンション計画修繕施工協会は、各理事協力のうえ営業していく（小西理事） 

  ・（一社）日本建築積算事務所協会 特別セミナー、情報交換会のご案内 

 5）支部設立委員会 

  関東支部 《三浦理事》 [資料 A] 

  ・[資料 A]の説明。 

「価格開示方式」説明会の報告及び事業方針の報告 

  関西支部 《三根理事》 [資料 B] 

  ・[資料 B]の説明。 

第 1 回関西支部幹事会の説明  

  中四国支部 《小田理事》  

  ・会員募集と広報活動中。広島県内管理会社、設計会社の支部長候補の方を推薦して頂きたい。 

 6）事務局 《十河》 

   ・5/24～26 スマートハウス EXPO2013 の出展報告 

  ・総会資料の確認と依頼事項の説明  

 7）教育・資格制度委員会 《三浦理事》  

   ・教科書は書籍を購入してもらう。テキストは作成中。6 月末までに原案完成予定。 

   岡会長より＞セミナー用の講師を養成する。 

 8)仕様書委員会 《山之内理事》 

 ・早急に仕様書作成に取組む。目次に従って作成していく。また不足している項目を書き出していく。 

 9 月には出版する事。 

9）契約関連委員会 《山本氏》 

 ・すべて脱稿済み。最終チェック段階。6/24 に書籍が届く予定。 

 岡会長より＞契約約款集として素晴らしいものが仕上がりましたが、予算をオーバーしていますので 

各社にて購入をよろしくお願いします。 

10）施工委員会 《草刈理事》 [資料 C] 

  統括管理会社部会 



  専門工事部会  

・[資料 C]の説明。施工員会と KSK と共同で時間をかけて勉強会を行いたい。 

 KSK として国交省にアプローチをしていく。 

11）広報委員会 《谷垣理事》 [資料 D] 

 ・[資料 D]の説明。 

 12）九州支部 《小倉九州支部長》  [資料 E] 

 ・[資料 E]九州支部での懸案事項の説明 

 

Ⅲ．その他検討事項 

1． 総会議事次第の確認と依頼事項【資料 3】 

事務局の報告にて説明 

2． 2013 年度予算及び事業計画について 

事務局の報告にて説明 

3． 会員拡大委員会設立の検討について 

   ・名称は会員委員会とし、別に委員会として設立する。 

   委員長は谷垣理事とし、各支部から 1～2 名を選出し、理事会開催の 1 時間前に委員会を 

開催する。 

4． 5/24～26 スマートハウス EXPO2013 出展報告 

事務局の報告にて説明 

5． 新規入会希望者の紹介及び承認決議 

関東＞法人会員 5 件、個人会員 3 件 

九州＞個人会員 2 件 

全員一致にて承認済み 

6． その他検討事項 

・会員名簿及び役員名簿について（谷垣理事） 

記載内容については公表内容を検討する。会員委員会にて検討する。 

7． 今後の会議日程の検討 

・2013 年 6 月 27 日（木） 理事会 13：00～/第 1 回総会 14：00～ 

場所：OBP ビル 9 階 鹿島建設㈱ 大会議室 A 

・第 6 回 2013 年  7 月 25 日（木） 理事会   場所：OBP ビル 3 階 会議室 

・第 7 回 2013 年  8 月 30 日（金） 理事会   場所：OBP ビル 3 階 会議室 

・第 8 回 2013 年  9 月 27 日（金） 理事会   場所：OBP ビル 3 階 会議室 

・第 9 回 2013 年 10 月 25 日（金） 理事会   場所：OBP ビル 3 階 会議室 

・第 10 回 2013 年 11 月 29 日（金） 理事会   場所：OBP ビル 3 階 会議室 

・第 11 回 2013 年 12 月 20 日（金） 理事会   場所：OBP ビル 3 階 会議室 

時間 ： 14：00～ 

  

以上 



【資料1】　　　

　

開催日時 平成25年5月28日(火)　13時30分～15時00分於：鹿島建物総合管理3階会議室

出席各位 岡、森田(RMAJ理事)、中田、原、草刈(KSK理事)

文責：谷垣　徹

文中敬称略

説明者

１、前回までの確認事項 【定義】 ‣法令違反については引き続き検討する

　・法令違反過去3年、暴対法遵守 ‣統括管理会社→工事統括管理会社とする

　・ブラックリスト　ネガテイヴ情報 ‣書式が増えることは、重曹下請を容認することにならないか？

　・建設業許可 　工事統括管理会社の協力会社は、専門工事会社に登録する方が

　・経営状況、技術力考慮 　オープンブック方式としては適正ではないか

　　　　 ‣「協力企業」という名称を、「推薦専門工事会社」とする

【運用】 ‣「専門工事業者」という名称を、「専門工事会社」とする

　・申請は基本随時 ‣現場代理人、職長の個人情報は開示しない(KSK決議)

　・一度入会できなかった場合への次回対応 ‣職長面接において、ホワイトリスト記載有無の判断が必要

　　　　 ‣RMAJ所属の工事統括管理会社、専門工事会社の位置づけの

【更新、除籍、復活】 　明確化が必要

　・更新、追加は随時 ‣担当(安全品質管理者)→「安全品質管理者」

　・除籍は問題発生時随時 ‣現場代理人、職長の個人情報は開示しない(KSK決議)

　・復活は停止処分後再申請 ‣事務局担当→「担当者」

　・一度入会できなかった場合への次回対応 ‣業種、職種、工種→工事統括管理会社は「建築一式」

　専門工事会社は「工種」

【書式】

　・KSKからの書式提案について検討した

２、委員会活動 【構成】 ‣RMAJの「施工委員会」について、KSKとの合同検討委員会開催

　・委員長1名、副委員長1名、委員3名 　に取組む

　　アドバイザー設置

　　　　

【会議体】

　・3ｹ月ごとに定例会議

３、その他

次回合同会議
７月３０日(火)　13時30分～　鹿島建物総合管理3階会議室

ホワイトリスト検討委員会

テーマ 説明内容 質疑・回答／意見・要望

各位

各位
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RMAJ   見積・積算委員会

2013年5⽉31⽇

積算環境の整備計画 (案)

楠⼭ 登喜雄
⼀般社団法⼈⽇本リノベーション・マネジメント協会（RMAJ）理事
⼀般社団法⼈ ⽇本建築積算事務所協会(JAQS) 理事⻑
株式会社 フタバエンジニアリング 代表取締役

⽬次
1.コスト管理に関する委員会活動

積算基準WG

工事費調査WG

積算システムWG積算システムWG

2. 関係官庁および諸団体との連携

3.マンション管理に関係する諸団体

4. 活動方針
専門コンサルタント

QS積算事務所・QS:積算事務所

・設計者
改修設計
耐震設計
環境コンサルタント
設備計画・設計

施工業者
元請

B71851
テキストボックス
【資料2】
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1,コスト管理に関する委員会活動

見積・積算委員会
積算
見積・積算
コスト管理

積算基準
WG

工事費調査
WG

積算システム
WG

コスト管理

WG: ワーキンググループ
小委員会、グループ、チーム・・・

積

積算基準
WG

大規模修繕工事
・標準積算基準の作成

・見積・内訳書標準書式

大規模修繕工事
数量積算基準

大規模修繕工事
内訳書標準書式

・積算ガイドブックの作成・
研修,教育

大規模修繕工事
積算ガイドブック
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・工事費調査

工事費調査
WG 単価調査及びデータベースの

構築・運用
事費調査
・概算工事費
・施工事例

・単価調査(地域別・月別)
・資材費
・労務費・施工費

コスト
DB

・工事費動向調査
・モデル工事によるデフレーター
・サンプル項目による地域別、月別動向

(各社システム、BIMとの連動)

コスト情報

積算システム
WG

コスト
DB

RMAJ 
Net Work

・情報ネットワークの構築

・WEB利用の工事費管理システム

・概算システムの構築・概算システムの構築
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2.関係官庁及び諸団体

国土交通省

総合政策局

経済産業省

経済産業政策局

地方整備局

都道府県

官公庁

総合政策局
住宅局
大臣官房官庁営繕部

経済産業政策局
産業技術環境局
中小企業庁

都道府県
市町村

社団・財団法人

一般社団法人 マンション管理業協会
公益財団法人 マンション管理センタ－

一般社団法人 日本建築積算事務所協会(JAQS)
公益社団法人 日本建築積算協会(BSIJ)
一般財団法人 ベターリビング
一般財団法人 建築コスト管理システム研究所
一般財団法人 建設物価調査会
一般財団法人 経済調査会

・・・等

3.マンション管理に関係する諸団体

団体名 会員 業務内容 出版・活動

NPO法人
各 ンシ ン管理組合団体の経験交流 情

「相談対応事例集「やって
みよう！自分たちの ンシ

法
全国マンション管理組合連合会
http://www.zenkanren.org/index.html

各地域マンション管理組合
各マンション管理組合団体の経験交流・情
報交換

みよう！自分たちのマンショ
ン管理」～新築マンション入
居時から築15年まで～」

一般社団法人
マンション管理業協会
http://www.kanrikyo.or.jp/

マンション管理会社

マンションの管理システム、管理技術に関
する調査研究

マンションの保全に関する診断能力の研
究・開発。

「マンション暮らしのフォ－シ
－ズン」の創刊
「マンション管理業の２１世
紀ビジョン」の策定

一般社団法人
日本マンション管理士会連合会

各都道府県・
市区 管理士会

マンション管理士の支援

全国のマンション管理士団体の連絡調整
主要都市圏に管理組合サ
ポートセンター・日本マンション管理士会連合会

http://www.nikkanren.org/
市区マンション管理士会

全国のマンション管理士団体の連絡調整

マンション管理に関する相談

ポ トセンタ
相談ダイヤル創設

一般社団法人
マンション計画修繕施工協会
http://www.mks-as.net/

マンション改修工事
施工業者

工事完成保証・瑕疵保証システム確立
管理組合が安心して工事を発注できる体
制づくり

「MKS計画修繕工事保証シ
ステム」による
工事を引き継ぐ別の会員社
の斡旋
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積算基準等の策定に関係する諸団体
⼀般の建築⼯事 ⼤規模修繕⼯事

「建築工事建築数量積算研究会」
(敬称略,順不同 平成18年時点)

都立大学名誉教授長倉康彦・武蔵工業大学教授江口禎
(社)日本建築学会

「共同住宅大規模修繕工事積算研究会 (案)」
(敬称略,順不同)

(一社)日本建築学会(AIJ)(社)日本建築学会
(社)日本建築家協会
(社)日本建築士会連合会
(社)日本建築士事務所協会連合会
(社)日本建築積算協会
(社)建築業協会
(社)全国建設業協会
建設工業経営研究会
最高裁判所事務総局経理局
法務省大臣官房施設課
日本郵政公社ネットワーク企画部門施設計画部
文部科学省大臣官房文教施設部

( 社)日本建築学会(AIJ)
(公社)日本建築家協会(JIA)
(公社)日本建築士会連合会
(一社)日本建築士事務所協会連合会
(公社)日本建築積算協会(BSIJ)
(社)建築業協会(BCS)
(一社)全国建設業協会(全建)
日本郵政㈱
文部科学省大臣官房文教施設部
独立行政法人都市再生機構(UR)
(一財)ベターリビング(BL)
(一財)建築コスト管理システム研究所(RIBC)文部科学省大臣官房文教施設部

防衛施設庁建設部
都市基盤整備公団技術監理部
東京都財務局建築保全部
国土交通省住宅局
国土交通省大臣官房官庁営繕部
国土交通省関東地方整備局営繕部
(財)建築コスト管理システム研究所

( 財)建築コスト管理システム研究所(RIBC)
国土交通省住宅局
国土交通省大臣官房官庁営繕部
NPO法人全国マンション管理組合連合会(全管連)
(一社) マンション管理業協会(管理協)
(一社) 日本マンション管理士会連合会(日管連)
(一社)日本リノベーション・マネジメント協会(RMAJ)
(一社)日本建築積算事務所協会(JAQS)

4.活動方針

初年度 2013
・委員会の設立・情報ネットワークの準備
・会員へのアンケート調査「現状の問題点と積算基準の標準化」
・大規模修繕工事プロジェクトの見積もり事例収集開始
・数量積算基準と標準内訳書式の作成開始・数量積算基準と標準内訳書式の作成開始

2年度 2014
・委員会の拡大と関連業界団体との連携
・情報ネットワークの確立
・数量積算基準と標準内訳書式の作成
・大規模修繕工事プロジェクトの見積もり事例収集継続

3年度 2015
・委員会の拡大と関連業界団体との共同調査・研究委員会の拡大と関連業界団体との共同調査 研究
・情報ネットワークの活用
・数量積算基準と標準内訳書式の第一版公表
・大規模修繕工事プロジェクトの見積もり事例集準備

関連団体や官公庁との連携や事業への助成制度を活用し、標準化や情報
ネットワークの構築を目指すこととする。




























































